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昭
和
五
十
九
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お
川

川

慶

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

川

八
0
年
代
は
、
地
方
の
時
代
あ
る
い
は
地
域
文
化
の
時
代
と
い
わ
れ
て
幕
川

川
を
開
け
す
で
に
五
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
問
、
地
方
自
治
は
着
実
な
歩
み
を
続
け
、
益
々
発
展
前
進
を
し
て
ま
山

川
い
り
ま
し
た
が
、
今
、
長
び
く
不
況
の
中
で
行
政
改
革
や
、
財
政
再
建
と
い
い

川
う
内
外
の
厳
し
い
情
勢
を
迎
え
て
、
い
か
に
市
民
生
活
を
守
っ
て
行
く
か
、

川

議

員

一

同

真

剣

に

取

り

組

ん

で

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

川

さ
て
日
野
市
は
、
昨
年
市
制
二

O
周
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
住
川

川
ん
で
よ
か
っ
た
と
愛
着
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
社
会
で
生
ま
れ
た
文
化
や
伝
統
は
、
そ
の
土
地
の
人
情
、
特
色
あ
る
川

川
環
境
を
形
成
し
、
さ
ら
に
新
し
い
生
活
慣
習
が
加
わ
り
、
暮
し
に
大
き
く
寄
山

川

与

し

な

が

ら

後

世

に

継

が

れ

る

と

も

い

わ

れ

ま

す

。

川

昨
今
の
よ
う
な
不
安
定
な
国
際
経
済
、
低
成
長
経
済
の
定
着
化
の
中
で
物
川

川
の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
、
潤
い
の
あ
る
生
活
が
求
め
ら
れ
、
二
十
一
世
川

川
紀
に
向
け
て
、
平
和
で
快
適
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
確
か
な
展
望
が
求
め
山

川

ら

れ

て

い

る

と

き

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。

川

こ
の
時
こ
そ
、
私
共
は
長
期
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
市
の
良
き
伝
統
川

川
を
い
か
し
な
が
ら
、
議
会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
市
民
生
活
の
向
上
に
山

一
層
奮
起
し
、
職
責
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
市
川

山
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
川

川
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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V
日
野
市
職
員
の
退
臨
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
こ
の
条
例
は
、
日
野
市
聡
臼
の
勧

奨
退
聴
の
場
合
の
退
聴
手
当
支
給
率

を
、
勤
続
三
十
六
年
で
鼠
高
八
十
九

ヶ
月
に
二
年
間
で
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
結
婚
や
出
産
に
よ
る
退
磁
の

特
例
を
六
十
年
度
か
ら
廃
止
す
る
条

例。V
日
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

(
継
続
)

こ
の
条
例
は
国
保
運
営
協
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、
国
保
期
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
課
税
率
等
の
改
正
を

す
る
も
の
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結

果
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

V
日
野
市
自
転
車
等
の
駐
車
秩
序
の

確
保
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
日
野
駅
東
側
に
三

四
八
平
方
針
の
自
転
車
置
場
、
東
第

三
自
転
車
等
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
伴
な
う
改
正
。

!第4固定例会 j

般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な

E

川
昭
和
五
十
八
年
第
四
固
定
例
会
は
十
二
月
七
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
十
二

川
月
十
六
日
、
十
日
間
の
会
期
を
終
了
閉
会
し
た
。

川
今
定
例
会
で
は
、
多
摩
地
区
で
最
高
支
給
率
と
な
っ
て
い
た
職
員
の
勧

川
奨
退
職
手
当
を
引
き
下
げ
る
、
職
員
退
職
支
給
条
例
の
改
正
、
市
税
条
例

川
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
特
別
会
計
補
正
予
算
な

川
ど
市
長
提
出
議
案
十
八
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
一
件
継
続
十
七
件

川
を
可
決
し
た
。

よ

主
な
議
案
と
内
容

?ミ
A
Q

一
A

職
員
の
退
職
手支

給
条
例
改
正

議一一市第ア 2号(3) 

V
日
野
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
に
伴
う
改
正
条

例
で
あ
り
、
昭
和
五
十
九
年
度
分
の

個
人
住
民
税
に
限
り
基
礎
控
除
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
を
そ
れ
ぞ
れ

引
去
下
ム
げ
る
た
め
の
改
正

V
日
野
市
立
日
野
第
三
中
学
校
増
築

及
び
プ
1
ル
管
理
槙
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

こ
の
工
事
は
校
舎
の
熔
錦町
と
プ
ー

ル
管
理
叡
を
新
築
す
る
も
の
で、

指

名
競
争
入
札
の
結
果
、
二
億
三
千
四

0
0万
円
で
、

桜

・
建
友
建
設
共
同

企
業
俸
が
落
札
、
工
期
は
昭
和
五
十

九
年
八
月
十
五
日
ま
で
。

V
日
野
市
衛
生
処
理
場
し
尿
処
理
施

設
脱
臭
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

こ
の
工
事
は
、
既
存
の
し
尿
処
理

施
設
の
臭
気
を
脱
臭
す
る
も
の
で
、

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
二
億
四
千

万
円
で
、
オ
ル
ガ
ノ
闘
が
落
札
、
工

期
は
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
七

議
案

八
件
議
決

一
般
会
計
追
加
補
正
は
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
一
千
九
O
六
万
九
川

千
円
で
総
額
二
六
一
億
四
千
四
六
四
万
九
千
円
の
計
上
と
な
っ
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
行
政
報
告
が
な
さ
れ
、
各
議
員
か
ら
活
発
川

な
質
疑
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
議
会
か
ら
は
諸
般
の
報
告
が
述
べ
ら
れ
川

た
。
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願

・
陳
情

(四
頁
)
三
件
を
採
択
、
六
件
川

を
不
採
択
、

三
十
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

議

決

さ

れ

た

議

案

は

下

記

の

と

お

り

。

川

つ育 V 日
こい館(ま
のて新仮で
工築)
事工日
は 事 野

請市
鉄負立
骨契仲
造約田
平の小
家締学
建結校
ーに体

部
二
階
建
八
O
一
平
方
M
の
俸
育
館

を
建
築
す
る
も
の
で
、
指
名
競
争
入

札
の
結
果
、
一
億
一
千
九
O
O万
円

で
増
倉
建
設
側
が
落
札
、
工
期
は
昭

和
五
十
九
年
七
月
三
十

一
日
ま
で
。

予
算
か
ら
見
た

主
な
施
策

(
仮
称
)
仲
田
小
学
校

進
入
道
路
新
設

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
四
号
)
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
は
、
十
二
月
七
日
の
広
会
議
に

お
い
て
報
告
さ
れ
、
承
認
し
た
。

補
正
総
額
二
五
六
二
万
三
千
円
計

上
、
内
容
は
選
挙
費
委
託
金

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)

は
同
日
各
担
当
常
任
委
員
会
に
分
割

付
託
し
、
審
議
が
行
な
わ
れ
十
二
月

十
六
日
の
本
会
議
で
可
決
し
た
。

補
正
金
額
は
、
歳
入
、
歳
出
三
億

二
千
九

O
六
万
九
千
円
を
追
加
、
総

予
算
額
は
、
二
六
一
億
四
四
六
九
万

九
千
円
と
な
っ
た
。

。
歳

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
三
億

=
=
二
三
万
三
千
円
、
国
庫
支
出
金

と
し
て
、
生
活
保
護
費
負
担
金
二
ハ

0
0万
円
、
繰
入
金
が
公
共
施
設
建

設
基
金
と
財
政
調
整
基
金
よ
り
二
億

六
六
O
O万
円
、
前
年
度
繰
越
金
三

億
四
六
一
二
万
四
千
円
な
ど
総
額
三

億
一
九
O
六
万
九
千
円
を
追
加
補
正

し
た
。

入

。
歳

出

【
総
務
費
】

V
来
客
、
庁
用
車
駐
車
場
設
置

8
、
昭
和
五
十
八
年
度
日
野
市
都
市
計
画
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
川

て
(
第
三
号
)
(
可
)
。

9
、
昭
和
五
十
八
年
度
目
野
市
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
川

1
、
昭
和
五
十
八
年
度
日
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
の
専
決
処
て
(
第
二
号
)
(
可
)
。

分

の

報

告

承

認

に

つ

い

て

(

承

)

。

叩

、

日

野

市

立

日

野

第

三

中

学

校

増

築

及

び

プ

l
ル
管
理
棟
新
築
工
事
請
負
川

2
、
日
野
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
(
可
)
。

に

つ

い

て

(

可

)

。

口

、

日

野

市

衛

生

処

理

場

し

尿

処

理

施

設

脱

臭

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

川

3
、
日
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
い
て
(
可
)
。

て

(

継

)

。

ロ

、

市

道

路

線

の

一

部

廃

止

に

つ

い

て

(

可

)

。

4
、
日
野
市
自
転
車
等
の
駐
車
秩
序
の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
日
、
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
(
可
)
。

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
(
可
)
。

日
、
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
(
可
)
。

5
、
昭
和
五
十
八
年
度
日
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
(
第
五
号
)
目
、
農
業
共
済
無
事
戻
金
の
交
付
に
つ
い
て
(
可
)
。
"

(

可

)

。

問

、

日

野

市

市

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

(

可

)

。

川

6
、
昭
和
五
十
八
年
度
日
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
口
、
(
仮
)
日
野
市
立
仲
田
小
学
校
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
川

て
(
第
二
号
)
(
可
)
。

い
て
(
可
)
。

7
、
昭
和
五
十
八
年
度
日
野
市
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
問
、
日
野
市
一
般
職
の
職
員
の
昭
和
五
十
八
年
度
十
二
月
期
に
お
け
る
期
末
川

て

(

第

一

号

)

(

可

)

。

手

当

の

特

例

に

関

す

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

(

可

)

。

市
長
提
出
議
案

八
O
万
円
)

V
特
殊
建
築
物
定
期
調
査
(
六
九
五

万
九
千
円
)

V
市
民
会
館
新
築
(
ム
六
五
O
O万

円

)

補

正

総

額

ム
五
三

O
三
万

九
千
円
計
上

【
民
生
費
】

V
ゲ
l
ト
ボ
l
ルコ
I
ト
外
柵
設
置

(
二
二
四
万
円
)

V
第
二
日
野
万
児
童
遊
園
用
地
取
得

(
一
ヱ
ハ
四
七
万
五
千
円
)

V
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

(
ム
四
五
五
二
万
一
千
円
)

-v
医
療
扶
助
費
(
二
千
万
円
)

補
正
総
額
五
九
九
万
八
千
円
計

上【
農
業
費
】

V
平
山
用
水
、
日
野
用
水
頭
首
工
災

害
復
旧
(
二
三
九
O
万
円
)

補
正
総
額
二
四
一
五
万
四
千
円
計

上
、【

土
木
費
】

V

(
仮
)
仲
田
小
学
校
進
入
道
路
新

設
(
四
四
九

O
万
円
)

V
三
沢
中
学
校
前
道
路
新
設
(
三
三

0
0万
円
)

V
旭
が
丘
一

O
O号
線
道
路
新
設

ご
九
八
O
万
円
)

V

(
仮
)
仲
田
小
学
校
進
入
道
路
用

地
取
得
こ
億
七
O
九
二
万
六
千
円
)

V
日
野
二

1
六
号
水
路
改
修
(
四
七

O
万
円
)

V
神
明
上
緑
地
植
栽
(
九
五
O
万
円
)

V
第
五
小
学
校
生
垣
緑
化
(
五
O
O

万
円
)

補
正
総
額
二
億
九
六
四
八
万
三
千

円
計
上

【
教
育
費
】

V
小
中
学
校
修
繕
棋
(
九
五
六
万
円
)

V

(
仮
)
仲
田
小
学
校
東
側
道
路
築

造

(
ム
二
二
四

O
万
円
)

V
光
熱
水
費
(
四
O
O万
円
)

V
小
中
学
校
生
徒
用
机
椅
子
(
六
四

六
万
五
千
円
)

補
正
総
額
二
四
四
万
三
千
円
計
上

【
公
債
費
】

V
土
木
債
(
一
億
三
八
五

O
万
七
千

円
)【

そ
の
他
】

V
議
会
費
(
二

O
万
円
)

V
消
防
費

(
三
三
五
万
三
千
円
)
V
衛
生
費
(
ム

九
九
O
三
万
円
)

特
別
会
計

補
正
予
算

@
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
二
号
)

V
療
養
給
付
費
国
庫
負
担
蚕
返
還
金

(
一
一
三
九
一
万
九
千
円
)

補
正
総
額
三
三
五
O
万
六
千
円
計

上@
都
市
計
画
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
三
号
)

補
正
総
額
二
ニ
三
万
五
千
円
計
上

@
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
一
号
)

V
漏
水
修
理
委
託
料
(
一

0
0
0万

円
)

V
配
水
施
設
関
連
工
事
費
(
ム
五
O

O
万
円
)

V
配
水
管
布
設
工
事
費
(
ム
一
一

O

O
万
円
)

補
正
総
額
ム
六
七
八
O
万
円
計
上

@
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
二
号
)

補
正
総
額
二
二
万
八
千
円
計
上

寒さに負けず

十
二
月
七
日
聞
か
れ
た
第
四
固
定
(
市
長
)

例
会
に
お
い
て
、
市
長
、
助
役
か
ら
多
摩
ニ
ュ

I
タ
ウ
ン
関
係
四
市
で

四
件
の
行
政
報
告
が
な
さ
れ
た
。

一
部
組
合
を
組
織
し
、
管
理
者
町
田

一
、
市
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
所
市
長
に
よ
り
、
火
葬
場
及
び
斎
場
の

に

つ

い

て

運

営

を

行

な

っ

て

お

り

ま

す

。

本

市

(

市

長

)

の

火

葬

場

の

事

情

等

に

か

ん

が

み

、

日
野
市
幼
児
教
育
セ
こ
の
事
務
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
に

ン
タ
1
の
業
務
を
小
規
つ
い
て
打
診
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

〉
模
に
開
始
す
る
目
的
を
了
解
が
得
ら
れ
そ
う
な
状
況
に
あ
り

叫
も
っ
て
、
市
立
第
一
幼
ま
す
の
で
、
目
下
事
務
当
局
と
折
衝

・

4
M

稚
園
の
一
部
空
室
を
仮
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
同
事
務
所
と
し
て
、
十
一
三
、
流
域
下
水
道
の
進
捗
状
況
に
つ

悶
民
月
一
日
に
関
所
式
を
行
い
て

d
q
い
ま
し
た
。
重
松
鷹
泰
(
市
長
)

別
防
氏
を
所
長
に
、
岩
城
康
本
市
の
最
も
関
心
事
で
あ
る
公
共

“
一
す
夫
氏
、
岸
俊
彦
氏
、
岡
田
下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は

ャ
r
正
章
民
を
非
常
勤
研
究
都
が
担
当
す
る
流
域
下
水
道
処
理
場

〆
匂
員
と
し
て
委
嘱
を
し
、
の
事
業
進
捗
が
前
提
と
な
る
た
め
、

役
補
助
職
員
一
一
名
を
臨
時
事
業
の
取
り
組
み
を
強
く
要
請
し
て

凶
抑
採
用
し
て
、
委
託
斜
に
い
る
。
浅
川
処
理
場
の
関
係
地
域
で

1
4
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
は
理
解
が
得
ら
れ
、
用
地
買
収
の
準

し
'
、
す
。

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
予
定
地
に
あ

E
B
-

(議
員

)

る

企

業

の

移

転

先

も

ほ

ぼ

確

定

し

和

ロ

本

来

幼

児

教

育

セ

ン

た

。

圃
;:

;

タ

l
の
主
な
る
研
究
自
民
地
に
つ
い
て
測
量
も
終
っ
て
、

標
は
幼
・
保
一
元
化
だ
各
筆
の
割
り
込
み
作
業
を
行
な
い
各

と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
当
面
の
研
権
利
者
の
確
認
を
得
て
、
買
収
交
渉

究
重
大
目
標
を
み
る
と
、
一
元
化
に
に
入
り
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
度
稼

ど
う
結
び
つ
く
の
か
理
解
で
き
な
働
を
目
途
に
建
設
工
事
が
行
な
わ
れ

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
推
移
に
合
せ

ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
を
細
て
、
市
施
行
公
共
下
水
道
事
業
の
年

々
と
続
け
て
果
し
て
所
期
の
目
的
が
次
計
画
を
実
現
で
き
る
見
通
し
が
明

達
成
で
き
る
か
非
常
に
疑
問
に
思
う
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
財
政
の
将
来
見
通
(
議
員
)

し
が
厳
し
い
な
か
、
行
政
の
軽
量
化
浅
川
処
理
場
が
六
十
三
年
に
稼
働

に
努
力
す
べ
き
現
状
で
あ
る
。
従
つ
す
る
と
な
れ
ば
、
あ
と
四
年
少
々
で
あ

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
政
の
守
り
、
そ
れ
ま
で
に
稼
働
に
応
ず
る
汚

備
範
囲
に
入
る
か
疑
問
で
も
あ
り
、
水
が
処
理
場
に
入
る
よ
う
に
、
日

本
来
や
る
べ
き
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
野
市
の
公
共
下
水
道
を
完
成
さ
せ
な

る

と

考

え

る

。

け

れ

ば

な

ら

な

い

、

従

っ

て

、

早

急

二
、
南
多
摩
斎
場
組
合
加
入
に
つ
い
に
具
体
的
な
事
業
計
画
・
実
施
計
画

て

を

つ

く

る

必

要

が

あ

る

。

4
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十
二
月
七
日
(
水
)
会
議
録
署
名
議
十
二
月
十
二
日
(
月
)
常
任
委
員
会

員
の
指
名
V
会
期
の
決
定
V
行
政

(総
務
・
文
教
・
厚
生
・
建
設
)

報
告
V
諸
般
の
報
告
V
請
願
審
査

V
議
案
上
程
(
一
件
可
決
)

V
代

報
告
(
一
件
採
択
)

V
議
案
上
程
表
者
会
議
V
議
会
運
営
委
員
会

(
一
件
承
認
、
十
六
件
付
託
)

V

十
二
月
十
三
日
(
火
)
休
会

報
告
事
項
(
一
件
)

V
請
願
上
程
十
二
月
十
四
日
(
水
)
休
会

(
八
件
付
託
)
V
代
表
者
会
議
V

十
二
月
十
五
日
(
木
)
休
会

議

会

運

営

委

員

会

十

二

月

十

六

日

(

金

)

議

案

審

査

報

十
二
月
八
日
(
木
)
一
般
質
問
(
定
告
(
十
五
件
可
決
、

一
件
継
続
)

足
数
に
足
り
ず
未
開
議
)

V

請
願
審
査
報
告
(
二
件
採
択
、

十
二
月
九
日
(
金
)
休
会
六
件
不
採
択
、
二
件
取
り
下
げ
、

十

二

月

十

日

(

土

)

休

会

三

十

件

継

続

)

V
請
願
上
程
(
一

十

二

月

十

一

日

(

日

)

休

会

件

付

託

)

V
代
表
者
会
議

四
、
都
立
高
校
誘
致
の
近
況
に
つ
い

て(
助
役
)

高
校
誘
致
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十

五
年
以
来
、
市
民
要
望
の
上
に
議
会

の
強
力
な
要
請
決
議
を
い
た
だ
き
、

南
平
八
丁
目
の
市
公
社
所
有
地
が
最

も
有
力
な
期
待
で
き
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
公
社
と
し
て
も
現
在

予
定
地
に
防
災
工
事
と
し
て
の
造
成

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
取
り
つ

け
部
分
の
用
地
確
保
、
進
入
路
盤
幅

等
の
実
務
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

(
議
員
)

日
野
の
自
然
を
守
る
会
の
理
事
長

で
あ
る
北
条
忠
氏
が
、
六
億
数
千
万

円
の
詐
欺
を
働
い
て
逮
捕
さ
れ
た
記

事
を
見
て
大
変
驚
い
た
わ
り
で
す
が

北
条
氏
が
高
校
予
定
地
の
開
発
や
高

校
建
設
に
は
反
対
す
る
陳
情
や
買
収

に
関
す
る
監
査
請
求
を
提
出
し
た
に

も
係
わ
ら
ず
十
一
月
二
日
に
二
件
と

も
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
盟
友
と

ま
で
い
わ
れ
て
い
る
市
長
と
北
条
氏

と
で
、
豊
田
南
口
開
発
等
何
ら
か
の

取
り
決
め
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

(
市
長
)

不
禅
事
件
に
つ
い
て
は
大
変
遺
憾

に
思
う
。
市
民
運
動
の
一
つ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
係
わ
り
だ
け
で
、
区

画
整
理
等
の
約
束
事
な
ど
全
く
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
都
市
計
画
審
議
会
委
員

と
緑
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
辞
職
願
い
に
よ
り
解
嘱

処
分
を
行
い
ま
し
た
。

(
議
員
)

市
道
廃
止
に
伴
な
い
新
日
本
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
か
ら
買
収
し
た
際
の

誤
買
収
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ

の
後
の
是
正
は
ど
う
な
っ
た
か

(
助
役
)

そ
の
後
受
渉
等
も
し
て
い
る
が
、

境
界
確
定
の
問
題
も
絡
ん
で
お
り
、

東
京
都
の
確
定
を
待
っ
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

(
議
員
)

高
校
用
地
が
当
初
に
買
っ
た
だ
け

で
は
不
足
で
あ
り
、
追
加
買
収
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
追

加
部
分
の
買
収
価
格
が
大
幅
に
高
い

と
思
わ
れ
る
が
、
不
動
産
鑑
定
士
の

評
価
を
受
け
て
い
る
か
。

(
助
役
)

造
成
費
が
か
か
ら
な
い
場
所
で
あ

っ
た
り
、
調
整
区
域
で
も
市
街
化
区

域
に
接
続
す
る
な
ど
の
要
素
を
加
え

て
不
動
産
鑑
定
士
と
相
談
し
、
交
渉

を
進
め
て
い
る
。



常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

(4) 第 72号

総
務
委
員
会

継

続

@
退
職
金
引
下
げ
に
関
す
る
陳
情

@
公
団
家
賃
の
再
値
上
げ
に
反
対

し
、
「
国
会
要
望
事
項
」
の
全
面
実
施

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
願
う
請

願。@
循
環
パ
ス
に
関
す
る
請
願
。

@
循
環
パ
ス
市
案
に
反
対
す
る
請

願。

取
り
下
げ

@
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
一
日

制
新
日
本
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
よ

り
、
日
野
市
土
地
開
発
公
社
が
取
得

し
た
土
地
に
対
し
、
高
校
建
設
(
誘

致
)
は
勿
論
、
自
然
磁
壊
の
伴
う
土

よだ
A
Q

一
A議一一市昭和 59年 1月オ 5日

請
願
・
陳
情

地
利
用
の
総
て
を
な
す
べ
き
で
な

い
。
ま
た
、
取
得
過
程
に
疑
義
の
多

い
こ
れ
ら
の
最
庇
疑
惑
の
解
明
に
つ

い
て
の
瞭
情
。

文
教
委
員
会

採

択

@
二
中
校
庭
の
夜
間
照
明
施
設
設

置
に
関
す
る
請
願
。

こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
理
事
者

側
よ
り
昭
和
四
十
六
年
に
一
中
、
同

五
十
六
年
に
七
生
中
と
そ
れ
ぞ
れ
夜

間
照
明
施
設
が
設
置
さ
れ
広
く
市
民

に
使
用
さ
れ
て
お
り
現
在
の
二
ケ
所

は
市
内
の
南
北
で
あ
る
た
め
、
今
後

は
年
次
計
画
に
よ
り
東
西
に
設
置
を

し
て
行
き
た
い
考
え
で
あ
り
、
特
に

来
年
度

vwdpに
新
規
事
業
と
し
て
二

中
の
夜
間
照
明
施
設
の
経
質
を
計
上

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
会
で

は
こ
れ
を
了
承
し
全
員
一
致
で
採
択

と
な
っ
た
。継

続

@
日
野
市
の
幼
稚
園
教
育
費
公
私

格
差
是
正
と
日
野
市
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
設
立
に
関
す
る
請
願
。

@
遊
休
農
地
を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
関
す
る
請

願。@
図
書
館
の
夜
間
開
館
に
関
す
る

陳
情
。

@
中
学
校
通
学
区
域
変
更
に
関
す

る
陳
情
。

@
日
野
市
教
育
委
員
会
規
則
「
体

育
指
導
員
に
関
す
る
規
則
」
の
一
部

改
正
願
い
請
願
。

@
日
野
市
教
育
委
員
会
の
実
態
調

査
願
い
に
関
す
る
陳
情
。

@
日
野
市
八
ヶ
岳
大
成
荘
の
改
築

及
び
施
設
の
充
実
に
関
す
る
請
願
。

@
遺
跡
調
査
に
関
す
る
請
願
。

厚
生
委
員
会

不

採

沢

@
優
生
保
護
法
「
改
正
」
に
反
対

す
る
陳
情
。

@
優
生
保
護
法
一
部
「
改
正
」
反

対
に
関
す
る
陳
情
。

@
優
生
保
護
法
「
改
正
」
に
反
対

す
る
請
願
。

@
優
生
保
護
法
「
改
正
」
に
反
対

す
る
請
願
。

こ
の
請
願
、
陳
情
は
長
時
間
に
わ

た
り
審
議
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

所
管
の
生
活
課
よ
り
関
連
し
た
資
料

が
提
出
さ
れ
、
審
査
に
当
た
り
、
医

師
会
よ
り
医
師
を
委
員
会
に
出
席
し

て
も
ら
い
意
見
を
聞
き
、
参
考
に
し

て
、
ま
た
請
願
代
表
者
か
ら
の
意
見

も
聞
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

昨
年
、
当
日
野
市
議
会
で
優
生
保

護
法
の
改
正
を
要
望
す
る
意
見
書
が

決
議
さ
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
の
請
願

の
趣
旨
に
反
対
す
る
意
見
と
、
賛
成

す
べ
き
を
主
張
す
る
委
員
と
に
分
か

れ
ま
し
た
。

反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
改
正
の

意
見
書
を
採
択
し
、
同
じ
年
度
中
に

全
く
反
対
の
請
願
、
陳
情
を
日
野
市

議
会
で
採
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
慎
重
審
査
の

結
果
、
多
数
で
不
採
択
と
し
た
。

@
優
生
保
護
法
「
改
正
」
に
反
対

す
る
請
願
。

@
優
生
保
護
法
改
「
正
」
に
つ
い

て
の
請
願
。

本
二
件
の
請
願
は
、
閉
じ
反
対
で

は
あ
る
が
、
優
生
保
護
法
の
存
在
そ

の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
多
数
で
不
採
択
と
し
た
。

継

続

@
合
成
洗
剤
使
用
の
規
制
を
求
め

る
請
願
。

@
健
康
保
険
の
改
定
に
反
対
す
る

決
議
と
厚
生
省
に
意
見
の
具
申
を
願

う
請
願
。

@
社
会
福
祉
法
人
助
成
額
の
改
訂

並
び
に
助
成
条
件
の
変
更
に
つ
い
て

の
請
願
。

@
医
療
保
険
制
度
改
革
反
対
に
関

す
る
請
願
。

@
健
康
保
険
改
正
に
関
す
る
請

願。政
視
察
に
来
庁
。

e，
込

、

防

!

、

十

一

月

十

四

日

三

多

摩

上

下

水

及

8
e
d，

グ

び

道

路

建

設

促

進

協

議

会

第

二

委

-e、
、

、

守

員

会

(

自

治

会

館

)

。

必
温
ゆ
か

eの

'

フ

こ

美

、

十

一

月

十

五

日

東

京

都

十

一

市

競

、dz明
4
4
4

‘
輪
事
業
組
合
議
会
及
び
東
京
都
四

市
競
艇
事
業
組
合
議
会
定
例
会

十
月
二
十
六
日
高
速
自
動
車
道
通
(
自
治
会
館
)
。

過
都
市
議
会
協
議
会
常
任
理
事
会
十
一
月
十
六
日

1
十
七
日
議
員
研

(
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
)
。
修
会
(
厚
木
市
)。

十
月
二
十
六
日

i
二
十
八
日
新
政
十
一
月
十
七
日
三
多
摩
上
下
水
及

会
行
政
視
察
(
山
口
市
、
萩
市
)
。
び
道
路
建
設
促
進
協
議
会
第
三
委

十
月
二
十
七
日

l
二
十
八
日
東
京
員
会
(
自
治
会
館
)
。

都
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
十
一
月
二
十
一
日
太
田
市
議
会
議

組
合
議
会
視
察
(
利
府
町
森
郷
埋
員
行
政
視
察
に
来
庁
。

立

地

)

。

十

一

月

二

十

二

日

三

多

摩

上

下

水

十
月
二
十
八
日
東
京
都
市
議
会
議
及
び
道
路
建
設
促
進
協
議
会
第
二

長
会
正
副
会
長
会
議
(
立
川
市
)
。
委
員
会
(
衆
議
院
第
一
議
員
会

十
一
月
四
日
議
会
報
編
集
委
員
館
)
。

会

。

十

一

月

二

十

四

日

君

津

市

議

会

議

十
一
月
七
日

i
九
日
市
民
ク
ラ
ブ
員
行
政
視
察
に
来
庁
。
同
日
、
全

行
政
視
察
(
大
竹
市
、
伊
予
市
)
。
国
自
治
俸
病
院
経
営
都
市
議
会
協

十
一
月
八
日
長
与
町
議
会
議
員
行
議
会
理
事
会
(
全
国
都
市
会
館
)
。

政
視
察
に
来
庁
。
同
日
、
東
京
都
同
日
、
東
京
都
市
議
会
議
長
会
定

市
議
会
議
長
会
理
事
会
(
自
治
会
例
総
会
(
自
治
会
館
)
。
同
日
、
厚

館

)

。

生

委

員

会

・

廃

棄

物

対

策

特

別

委

十
一
月
十
日
栃
木
市
議
会
議
員
行
員
会
合
同
視
察
(
八
王
子
市
館
情

ト
月
十
四
日
泉
市
議
会
議
員
行
政

視
察
に
来
庁
。
同
日
、
高
石
市
議

治
会
議
員
行
政
視
察
に
来
庁
。

員

十
月
十
五
日

1
十
七
日
東
京
都
十

性

一
市
臨
輪
車
業
組
合
議
会
行
政
視

ぬ

察

(福
島
競
馬
場
、
宇
都
宮
競
輪

酔

場

)

。

審
十
月
ト
七
日

1
十
八
日
東
京
都
市

憶
廃
棄
物
処
分
地
管
理
組
合
議
会
行

政
視
察
(
大
口
町
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
)
。

十
月
十
九
日
前
橋
市
議
会
議
員
行

政
視
察
に
来
庁
。

十
月
二
十
一
日
代
表
者
会
議
。
同

日
、
議
会
運
営
委
員
会
。
同
日
、

第
五
回
臨
時
会
。
同
日
、
東
京
都

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組

合
議
会
定
例
会
(
昌
治
会
館
)
。

十
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
跡
地

利
用
対
策
特
別
委
員
会
。

整

理

に

対

す

る

反

対

請

願

。

二

.z-ze--It--5・・
4
1・・・・・
5
1
J

@

住

宅

環

境

保

全

に

関

す

る

請

願

山

議

会

に

委

員

会

を

川

@
高
幡
地
区
区
画
整
理
に
対
す
る
川
V

『

司

置

く

こ

と

は

』

京
王
線
高
幡
不
動
駅
南
側
住
民
の
反
川

d

E

対

請

願

。

川

fz----rz'1・
F------IFEz--L

@
高
幡
不
動
駅
南
新
井
東
地
区
の
川
議
会
に
は
、
本
会
議
の
予
備
的
審

区
画
整
理
に
対
す
る
反
対
請
願
。
川
査
の
性
格
を
も
っ
内
部
機
関
と
し

@
土
地
区
画
整
理
事
業
策
定
に
あ
川
て
、
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
て
当
該
計
画
よ
り
第
一
豊
田
荘
川
こ
れ
は
、
行
政
の
甚
大
と
細
分
化

住
宅
喧
嘩
を
除
外
に
関
す
る
請
願
。
一
一
に
対
応
し
て
議
会
の
審
査
や
調
査
を

@
一
・
三
・
一
バ
イ
パ
ス
計
画
の
川
専
門
的
な
立
場
か
ら
細
目
に
わ
た
り

見
直
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と
安
全
川
慎
重
か
つ
能
率
的
に
処
理
す
る
た
め

を
守
っ
て
下
さ
い
に
関
す
る
請
願
。
川
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

@
程
久
保
六
六
二
番
地
地
域
山
林
川
委
員
会
に
は
、
議
会
の
常
設
機
関

緑
地
保
存
に
関
す
る
請
願
。
川
と
し
て
所
管
事
項
を
定
め
て
設
け
ら

@
高
幡
不
動
駅
地
区
の
区
画
整
理
川
れ
て
い
る
常
任
委
員
会
と
、
必
要
に

に
対
す
る
反
対
請
願
。
川
応
じ
て
そ
の
都
度
、
議
会
の
議
決
で

@
ダ
イ
ク
マ
出
庖
阻
止
に
関
す
る
川
設
置
す
る
特
別
委
員
会
と
が
あ
り
ま

請

願

。

川

す

。

@
市
道
一
部
廃
止
に
つ
い
て
陳
情
川
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
設
置
根
拠
は

@
ダ
イ
ク
マ
南
平
底
出
庖
促
進
に
川
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
こ
の

関

す

る

請

願

。

川

ほ

か

、

議

会

が

そ

の

必

要

性

か

ら

独

@
ダ
イ
ク
マ
南
平
出
庖
阻
止
に
関
川
自
に
規
程
等
を
制
定
し
任
意
に
設
置

す

る

陳

情

。

川

し

て

い

る

委

員

会

が

あ

り

ま

す

。

@
雨
水
排
水
に
関
す
る
請
願
。
川
当
市
議
会
で
は
、
四
常
任
委
員
会

川
五
特
別
委
員
会
の
ほ
か
に
議
会
運
営

川
委
員
会
、
議
会
報
編
集
委
員
会
の
二

取

り

下

げ

叩

つ

の

量

的

委

員

会

が

、

そ

れ

ぞ

れ

川
設
置
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

@

水

害

等

対

策

に

関

す

る

請

願

。

川

@
高
幡
不
動
駅
北
側
地
区
の
区
画
@
一
級
河
川
程
久
保
川
上
流
部
分
川

--ZE---=--F
川
宇
佐
準
用
河
川
に
指
定
及
び
災
害
個
所
川

掃
工
場
、
町
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
文
川
の
改
修
に
つ
い
て
請
願
。

化
セ
ン
タ
ー
)
。

十
一
月
二
十
五
日
安
城
市
議
会
議
川

員

行

政

視

察

に

来

庁

。

同

日

、

文

川

寸

J

E

」

-
-
=
ロ
『
uu-

教

委

員

会

。

，

.

.
 

十
一
月
二
十
六
日
江
戸
川
競
艇
場
川

開
設
二
十
八
周
年
記
念
特
別
競
走
川
市
議
会
だ
よ
り
七
一
号
の
一
面
掲

十
一
市
組
合
行
政
視
察
(
江
戸
川
伽
載
の
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
可
決

競
艇
場
)
。

川
の
な
か
で

十
一
月
二
十
八
日
東
京
都
三
多
摩
川

@
健
康
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る

地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
議
会
川
意
見
書

行
政
視
察
(
日
の
出
町
廃
棄
物
広
川

@
都
営
住
宅
家
賃
値
上
げ
計
画
の
撒

域

処

分

場

)

。

川

回

を

求

め

る

意

見

書

十
一
月
二
十
九
日
大
垣
市
議
会
議
川

@
田
中
元
首
相
に
対
す
る
有
罪
判
決

員
行
政
視
察
に
来
庁
。
同
日
、
南
川
の
場
合
の
議
員
辞
職
を
要
求
す
る

多
摩
東
部
共
立
病
院
組
合
議
会
川
決
議
(
反
対
、
自
由
民
主
党
)

(

本

庁

)

。

川

否

決

十
一
月
二
十
九
日

i
三
十
日
厚
生
川

@
南
平
八
丁
目
の
公
共
用
地
取
得
に

委
員
会
・
廃
棄
物
対
策
特
別
委
員
叩
関
し
、
森
田
喜
美
男
市
長
並
び
に

会
合
同
視
察
(
秩
父
市
ク
リ
ー
ン
川
赤
松
行
雄
土
地
開
発
公
社
理
事
長

セ
ン
タ
ー
)
。

川
の
自
己
詰
責
を
求
め
る
決
議
(
賛

十
一
月
三
十
日
東
京
都
市
廃
棄
物
川
成
・
自
由
民
主
党
)
の
名
称
が
欠

処
分
地
管
理
組
合
議
会
(
自
治
会
川
落
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

館

)

。

川

に

掲

載

す

る

と

と

も

に

、

お

わ

び

十
二
月
一
日
代
表
者
会
議
。

川
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
五
日
議
会
運
営
委
員
会
。

川

建
設
委
員
会

採

択

@
一
級
河
川
程
久
保
川
上
流
部
分

の
河
川
改
修
に
つ
い
て
請
願
。

本
請
願
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側

よ
り
、
来
年
度
か
ら
三
カ
年
事
業
で

改
修
工
事
を
実
施
し
た
い
と
の
答
弁

を
ふ
ま
え
、
審
査
の
結
果
全
員
異
議

な
く
採
択
と
し
た
。

@
日
野
市
南
平
二
丁
目
地
先
の
擁

壁
改
修
工
事
に
関
す
る
請
願
。

本
請
願
地
は
、
過
去
数
度
の
崩
落

事
故
が
あ
り
、
原
因
究
明
の
た
め
東

京
都
土
木
研
究
所
に
調
査
を
依
頼

し
、
現
在
結
果
待
ち
で
あ
る
。
市
と

し
て
も
、
今
後
所
有
者
に
対
し
改
修

要
請
を
続
け
て
い
く
と
の
回
答
が
あ

り
、
当
委
員
会
で
は
現
地
調
査
を
実

施
し
、
審
査
の
結
果
全
員
異
議
な
く

採
択
と
し
た
。
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表
紙

名

日野市議会議長

様

000に関する

請願

昭和年月日

請願代表者

住所

民名

電話

請
願
・
陳
情
は

こ
ん
な
ふ
う
に
処
理
さ
れ
ま
す
。択

本
文

請願の要旨

請願また
は陳l情書

印

千也

紹介議員

氏名


